





























































































































































































































































No 項 目 内 容 F12） F23） F34） F45） h2
.689 .316 .142 -.037 .597
26 理想の自分とのズレは自分がなりたい道を示してくれるので，前向きに考えていきたい。 .689 .314 -.060 -.084 .583
16 自分が描く理想と今の自分がズレているからこそ，ズレを埋めることを意識していきたい。 .677 .196 .176 -.090 .536
27 理想と今の自分にはズレがあるが，常に理想の自分を追求していきたい。 .661 .242 .150 -.227 .570
11 理想とする自分と今の自分が違っているから，努力のしがいがある。 .617 .313 -.127 -.139 .514
1 理想とする自分は，自分の目指すものなので，ズレがあるからこそ頑張りたいと思う。 .609 .173 -.065 -.119 .419
12 自分の理想に近づくために，一つ一つの事に責任を持って取り組みたい。 .592 .209 -.003 -.119 .409
7 理想の自分になるように心がけて，物事と接していきたい。 .592 .183 .140 -.252 .467
6 理想があるからこそ，今の自分は前に進んでいきたいと思う。 .573 .348 -.045 -.110 .464
22 理想の職業は今の自分から遠いものだが，理想へ至るための努力をし，成長していきたい。 .535 .178 .137 -.204 .378
32 理想自己と現実自己のズレを，自分自身の力で埋めていきたいと思う。 .495 .311 .240 -.346 .519
2 理想の職業に就くには大きな努力が必要であり，少しずつ努力していきたい。 .487 .236 .040 -.229 .347
25 今はたとえズレがあっても，できることをやっていけばズレはなくせると思う。 .305 .726 -.018 -.065 .624
15 物事を一つずつこなしていけば，ズレは埋められると思う。 .321 .644 .115 -.001 .531
5 日々理想を目指していけば，理想の自分になれると思う。 .264 .631 .024 -.045 .471
10 努力していけば，いつかは理想の自分に近づくことができると思う。 .306 .618 .005 -.207 .519
20 地道にこつこつ頑張ることで，理想の自己像に近づいていけると思う。 .375 .607 -.025 -.126 .525
29 今の自分が，なりたい自分に近づくのは，不可能だと思う。 -.107 -.445 .445 .422 .585
28 いつまでたっても理想に近づけないので，自分を責める。 .085 -.021 .791 .044 .635
8 理想の自分に近づきたいが，近づけない自分は駄目だと思う。 .032 -.026 .702 -.140 .515
13 理想自己と今の自分があまりにも違うのは，自分が怠けているせいだと思う。 -.006 .018 .637 -.050 .409
33 理想の自分に今の自分は近づけていないので，今の自分を認めたくない。 .037 -.009 .577 .099 .344
23 自分が描いた理想どおりにいかないのは，自分の見通しが悪いからだと思う。 .060 -.011 .544 .028 .300
3 自分の理想よりも物事ができないのは，自分に原因がある。 .034 .070 .446 -.161 .231
19 理想と現実がズレていても気にしないので，特に何かをしようとは思わない。 -.406 -.022 -.129 .663 .621
14 理想が高すぎるから，今の自分は理想どおりのことができなくても構わない。 -.115 -.010 -.046 .584 .357
9 ズレがあっても気にとめないので，何も行動をしなくても良いと思う。 -.434 -.021 -.176 .569 .543
4 理想は理想。近づけなくても仕方がない。 -.181 -.266 -.086 .549 .412
34 理想の自分を求めても，理想は自分から遠いものだから，なれるわけがない。 -.236 -.399 .305 .507 .565
24 理想どおりの自分になるのは非常に難しいので，理想どおりになるとは思わない。 -.107 -.469 .085 .493 .481
因子負荷固有値 10.536 3.230 1.517 1.203
因子寄与率（累積寄与率） 30.1 9.2 4.3 3.4 （47.1）
α係数 0.91 0.60 0.79 0.80


































No 項 目 内 容 F12） F23） F34） h2
32 理想に向かって今の自分ができることに，一つ一つ取り組む。 .724 -.181 -.154 .581
22 理想を具体的にイメージし，少しでも近づける方法を模索，実行する。 .721 -.094 -.155 .553
31 物事を前向きに考えて，なんとか理想に近づけるように努力したい。 .719 -.132 -.117 .548
21 自分の良くないところを意識し，理想に近づけるよう自分を改善させていきたい。 .660 -.094 -.081 .451
16 なりたい人間像に近づくために，物事と誠実に向き合いたい。 .654 -.179 .020 .460
17 理想の人間像に近づくために，日頃の行いを改める。 .642 -.056 .058 .419
11 自分が理想としている事は絶対にできるという思いで，理想に向かっていきたい。 .636 -.067 -.156 .433
7 理想を目指して，納得するまで現実自己を修正していく。 .631 -.062 -.179 .434
6 今の自分を励まし，次こそは成し遂げるよう頑張りたい。 .595 -.078 -.108 .371
12 理想を叶えるための第一歩として，理想に結びつく事柄の経験をしてみる。 .591 -.106 -.138 .380
26 過去よりも未来を見据え，理想を実現させていきたい。 .577 -.103 -.051 .346
27 理想に近づけるように，他人の良いところを見本にして，自分の振る舞いを改善する。 .573 .319 .031 .330
1 自分が就きたい職業に就くために，最善の方法を模索していきたい。 .454 -.170 -.131 .252
2 理想の実現のために必要な知識を，本などの具体的な資料を通して習得する。 .414 .008 -.127 .188
4 理想自己は今の自分ではとてもなれないので，より妥当な理想自己に変える。 -.052 .794 .131 .651
9 今の理想は高すぎるので，今よりも達成しやすい理想に切り替える。 -.063 .692 .126 .499
34 今の理想自己は自分に厳しすぎるので，もう少し易しい理想自己を新しく決める。 -.053 .634 .180 .437
24 今の理想を焦って求める必要はないので，より自分に近いものを理想とする。 -.067 .587 .080 .355
19今の理想よりも，努力をしなくて済む理想自己を求める。 -.281 .563 .357 .524
29 今よりも可能性があるものを，理想の人間像とする。 .157 .538 .118 .328
3 他の事をして，ズレの解決のことは忘れる。 -.208 .490 .272 .357
25 理想に近づきたいが，理想になれるかどうか悩み，どうしてよいか分からない。 .068 .056 .657 .439
20 なるべく理想に近づきたいと思っていても，心の中には諦めの気持ちがある。 -.175 .298 .573 .449
10 ズレをなくそうと焦って頑張るか，何もせず諦めるか。両方を考えて悩む。 -.077 .296 .560 .407
5 理想の職業に就きたいと思うが，面倒な就職活動は，やる気にならない。 -.367 .194 .439 .365
因子負荷固有値 9.871 3.648 1.001
因子寄与率（累積寄与率） 28.2 10.4 2.9 （41.5）
α係数 0.90 0.83 0.68














































































「ズレの受け入れ」 「有能感」 「自己非難」 「諦め」
『現実の自己投入』 .505** .289** -.156* -.465**
『過去の危機』 .261** .099* .219** -.230**
『将来の自己投入の希求』 .516** .322** .088 -.472**
**p<.01,*p<.05






















































『現実の自己投入』 .571** -.309** -.455**
『過去の危機』 .222** -.037 .013
『将来の自己投入の希求』 .522** -.242** -.193**
**p<.01











『現実の自己投入』 .329*** .171** -.267*** -.324***
『過去の危機』 .045 -.042 .236*** -.039
『将来の自己投入の希求』 .331*** .254*** .118† -.305***
重相関係数（Ｒ） .588*** .353*** .321*** .555***
***p<.001,**p<.01,*p<.05,†p<.10
注）数値は標準偏回帰係数（β）を表す。
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図1「現在1）・過去2）・将来3）→理想→現実ズレ4）のとらえ」の重回帰分析の結果
注）（各数値はβ係数を表す）***p<.001,**p<.01,*p<.05,†p<.10




































『現実の自己投入』 .421*** -.255*** -.478***
『過去の危機』 -.004 .083 .135**
『将来の自己投入の希求』 .319*** -.151** -.224
重相関係数（Ｒ） .636*** .334*** .475***
***p<.001,**p<.01,*p<.05,†p<.10
注）数値は標準偏回帰係数（β）を表す。
1）『現在の自己投入』 2）『過去の危機』 3）『将来の自己投入の希求』 4）理想自己と現実自己とのズレ
5）nは人数を表す。
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図2「現在1）・過去2）・将来3）→理想→現実ズレ4）の対処」の重回帰分析の結果
注）（各数値はβ係数を表す）***p<.001,**p<.01



































































































































































達成群1） Ａ－Ｆ中間群2） 権威受容群3） 積極的モラトリアム群4） Ｄ－Ｍ中間群5） 拡散群6） 計
男 20名 20名 8名 14名 93名 17名 172名
女 21名 31名 5名 23名 137名 24名 241名
計 41名 51名 13名 37名 230名 41名 413名





性 Ｍ （ＳＤ） N 主効果 交互作用 下位検定






Ａ－Ｆ中間群3） 男 50.79（5.77） 19
女 51.00（5.65） 31
計 51.36（5.65） 50
積極的モラトリアム群4） 男 50.36（5.93） 14
女 47.68（6.81） 22
計 48.72（6.53） 36
Ｄ－Ｍ中間群5） 男 44.53（7.90） 92
女 44.50（6.68）135
計 44.51（7.18）227









Ａ－Ｆ中間群 男 21.78（4.25） 18
女 22.35（2.65） 31
計 22.14（3.30） 49
積極的モラトリアム群 男 20.29（3.29） 14
女 21.30（4.15） 23
計 20.92（3.83） 37
Ｄ－Ｍ中間群 男 20.29（3.89） 92
女 20.48（2.99）137
計 20.41 3.37 229









Ａ－Ｆ中間群 男 20.05（3.88） 19
女 17.81（4.58） 31
計 18.66（4.42） 50
積極的モラトリアム群 男 20.23（5.45） 13
女 20.17（4.91） 23
計 20.19（5.03） 36
Ｄ－Ｍ中間群 男 18.75（4.71） 92
女 19.55（4.77）137
計 19.23（4.75）229




「諦め」 達成群 男 11.60 4.19 20 F（4,378）=31.42*** n.s. 拡散群＞Ｄ－Ｍ中間群＞積極的モラ
トリアム群，Ａ－Ｆ中間群，達成群女 12.24 3.67 21
計 11.93 3.89 41
Ａ－Ｆ中間群 男 12.35 3.83 20
女 11.13 3.24 31
計 11.61 3.50 51
積極的モラトリアム群 男 12.14 3.68 14
女 13.35 3.55 23
計 12.89 3.60 37
Ｄ－Ｍ中間群 男 15.20 4.52 92
女 15.31 3.60 136
計 15.26 3.99 228
拡散群 男 20.71 4.98 17
女 19.17 5.55 24
計 19.80 5.32 41
全体 14.70（4.62）398
***p<.001,**p<.01,*p<.05,†p<.10
























性 Ｍ （ＳＤ） N 主効果 交互作用 下位検定





Ａ－Ｆ中間群3） 男 59.40（5.43） 20
女 60.26（6.35） 31
計 59.92（5.96） 51
積極的モラトリアム群4） 男 58.23（6.81） 13
女 55.74（6.83） 23
計 56.64（6.83） 36
Ｄ－Ｍ中間群5） 男 51.58（8.41） 91
女 51.57（6.16）136
計 51.58（7.13）227








女 16.00（5.06） 19 F（1,381）=3.56†
計 17.13（4.86） 39
Ａ－Ｆ中間群 男 18.25（6.90） 20
女 15.26（4.03） 31
計 16.43（5.48） 51
積極的モラトリアム群 男 18.64（5.73） 14
女 17.30（5.61） 23
計 17.81（5.62） 37
Ｄ－Ｍ中間群 男 19.74（5.66） 92
女 19.26（4.64）137
計 19.45（5.07）229











女 9.67 （3.61） 21
計 10.46（3.77） 41
Ａ－Ｆ中間群 男 10.15（3.27） 20
女 9.03 （2.83） 31
計 9.47 （3.03） 51
積極的モラトリアム群 男 11.21（3.26） 14
女 12.04（3.23） 23
計 11.73（3.22） 37
Ｄ－Ｍ中間群 男 11.63（3.22） 92
女 12.80（3.10）137
計 12.33（3.20）229
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